
各　　　位 平成 14年 4月 8日

会   社   名       石原産業株式会社

コード番号       4028

問合せ先 専務取締役 財務本部長

　　　　　　　　　　　　　　藤田  勝

TEL (06) 6444 - 1850

   最近の業績の動向等を踏まえ、平成 13年 11月 22日の決算発表時に公表した業績予想を下記の
とおり修正し、また、その他有価証券の評価損の計上についてお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　記

１．業績予想の修正
(1) 14年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 13年 4月 1日 ～ 平成 14年 3月 31日）

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 13年 11月 22日 発

95,000 3,100 3,100

今回修正予想(Ｂ) 91,600 4,800 1,800

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,400 1,700 △ 1,300

増減率 △ 3.6 54.8 △ 41.9

前期（平成13年 3月期）実績 92,043 4,988 1,427

(2) 14年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 13年 4月 1日 ～ 平成 14年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 13年 11月 22日 発

77,000 2,700 2,500

今回修正予想(Ｂ) 74,000 4,700 1,600

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,000 2,000 △ 900

増減率 △ 3.9 74.1 △ 36.0

前期（平成13年 3月期）実績 79,102 7,628 221

(3) 理　　由
  世界的な経済の減速ならびにＩＴ関連産業の急激な需要減少を受け無機化学事業は、減収減益の
見通しにありますが、有機化学事業は自社開発農薬が海外を中心に順調に伸長したこと及び為替が
円安に推移したことなどにより経常利益は大幅な増益見通しであります。しかしながら、当期純利
益につきましては、中間期を上回る投資有価証券の評価損及びアルゼンチンの経済破綻による貸倒
引当損などを見込んだ為、前回発表より減少する見通しであります。

業績予想の修正及びその他有価証券の評価損に関するお知らせ



２．平成14年 3月期 その他有価証券の評価損

平成 14年 3月期その他有価証券評価損の総額（Ａ） 1,226 百万円

平成 13年 3月期の純資産の額（Ｂ） 49,277 百万円

（Ａ）／(Ｂ）×100 2.5 ％

平成 13年 3月期の経常利益額（Ｃ） 7,628 百万円

（Ａ）／(Ｃ）×100 16.1 ％

平成 13年 3月期の当期純利益額（Ｄ） 221 百万円

（Ａ）／(Ｄ）×100 554.8 ％

（参考） 中間期の評価損計上額 511百万円

                   以    上


